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それ故に， S P S，ひいてはカウンセリングの必要性，
重要性が一層叫ばれるのである。
大学入学までに当然解決されていなければならない進
路選摂，個人によって解消されなければならない悩みも
含めて，種々の学生の問題は現在の大学が無視する乙と
のできない重大課題である。乙れはカウンセラーが負わ
ねばならない部分とその他の教職員が担当しなくては伝
らない部分とから成り立っている。教室，研究室，事務
の窓口など，大学の全ての部門において負わねばならな
いともいえる。このように大学におけるカウンセリング
は全学の教職員の協力なしにはありえないといえるが，
カウンセリングの方式は必ずしも一様ではない。前述の
ような各部門，それは事務職員であり，学科担当の教員
であり，図書館や付属の研究機関の専門職員であり，ま
た専門のカウンセラーや医師などであり，そのカウンセ
リングに対する知識や技術には必然的に差があるが，そ
れ故にζそ全学的におこなわれる乙とが望ましいのであ
る。それで乙そ，専門のカウンセラーのみではカバーし
得ないさまざまなケースの学生の悩みをより適確に解決
へと導ぴくことが可能になる。カウンセリングは単に正
課教育の外でお乙なわれる補助的な仕事としてではな
しむしろ大学教育の中核的役割を荷うべきものであ
る。これは「カウンセリングを全ての人に」とか， rす
べての教師はカウンセラー」とか最近よく言われている
所以でもある。
5. むすび
カウンセラーが果さなければならない役割は何であろ
うか。単的に言えば，苦悩する学生に対し言語を媒体と
して対するのがカウンセラーである。つまり，カウンセ
リングは助言援助を与える専門家(カウンセラー)とそ
れを必要としている人(カウンセリ-)との l対lのダ
イナミックな関係において成り立つのであって，原則と
して集団を対象とするものではない。すなわち，カウン
セリングとは，
1 ) 1対lの関係
2) 言語的手段を中心とする関係
3) ダイナミックな相互依容的関係
4) 目的を持った関係
5 ) 助力的な関係
6) カウンセリー中心の関係
7 ) 受容的，許容的，理解的な関係である。
カウンセラーの注意しなければならない点は，カウン
セラー自身の価値観をカウンセリーに強制したり，不当
に押しつけたりすべきではないということである。個々
の学生が自ら考え，検討し，模索しながら，その価値観
を追求し，選摂するように援助すること乙そ必要なので
ある。上記の7点に要約されるカウンセリングのあるべ
き姿は，このような学生の自主性を導ぴき，彼ら自身が
「自分のもの」である人生観，価値観をその手につかむ
ことができるよう，カウンセラーが常に心に止めておか
ねばならない点である。
工科系私立大学においては，カウンセリングの面でも
テクノロジーと人間という問題がより大きしまた不可
避となる。 r工学と人間」という問題は高度に発展した
現代社会において今後ますます我々人聞の精神面へ与え
る影響が増大していく乙とは必至である.工科系大学に
おいては，この影響が最も直接的に学症に及んでくる。
大学は人間と工学との関係についてダイナミックな発想
を持ち，両者の接点を探る努力を早晩しなくてはならな
いであろう。従来のように自然科学と人文科学を全く別
個のものとして考える大学の教育システムは再考される
べきであり，大学教育において乙の二者のバランスがと
れた時，学生の人格的バランスも保たれて全人的教育の
理想が具現されると思れそうなれば学生相談室を訪れ
る学生も現在よりかなり少くなるであろうという希望的
観測も乙めての話であるが。
参考文献
。厚生補導， 144号 J978年6月号
。第15回全国学生相談研修会報告書ーζれからの大学生
活とカウンセリングー
